
（別紙３）

部

　１　指定管理者が行う業務の内容および実施状況

　設置目的
交通公園施設は，交通事故防止を目指して，幼児・小・中学生を対象に，交通知識や交通マナーを
体得させることを目的として，遊具を利用して楽しみながら交通ルールを学ぶことができる交通安全
教育施設である。

　設置条例 函館市都市公園条例

　指定管理者名 函館中央交通安全協会 指定期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日

　な要件

　指定管理者の特別
なし

選定

区分

公　募

非公募

　施設名・所在地 函館市梁川公園内交通公園施設・函館市梁川町24番２号

　　　　　　　　平成２６年度　指定管理者業務実績シート

作成年月日　平成２７年６月１日

市 民 部 課 交 通 安 全 課

　設置年月 昭和44年5月18日 建設費 11,341千円

③入園者の利用に関すること

　構造規模等
　耐用年数

鉄骨造平屋建（管理棟）

　開館時間
　休館日等

開園期間　  ４月１日から１０月３１日まで
開園時間　  午前９時～午後５時
休  園  日　 毎週月曜日。ただし月曜日が休日に当たるときは，その翌日とする。
                なお，市立小中学校の春・夏休み期間は休園日を設けない。

　料金体系

　□利用料金制の採用の　有　無
　　　　無し

　動力式ゴーカート１台１周につき６０円

　（１）管理業務
児童等に遊具を利用して，楽しみながら交通ルールを体得させるため下記の業務を行うものとする。

①設置目的に資する事業の実施に関すること　

　　・自転車やゴーカート利用者の能力に応じた運転技術の指導・訓練等を実施した。

②使用の許可等に関すること

　　・交通公園の使用および制限に関する業務等を実施した。

　　・入園者の把握等を実施した。

　　・ゴーカート・自転車等の点検整備等を実施した。

　（２）委託事業

　（３）自主事業
　
　　　・　交通安全教室や夏休み期間中などのイベント開催により利用者の増加に努めている。

　２　市民サービス向上のためのその他の取組み実績
　
　　　・　接遇態度の向上を図るため，職員の接客技術やマナー習得を心がけている。
　　　・　自転車利用者に対して「自転車の安全な乗り方」「自転車の交通安全ブック」等の小冊子を配付し，
　　 　　 自転車交通ルール遵守とマナー向上を図っている。
　　　・　保育・幼稚園児，小学生等を対象に交通安全教室を開催し，交通ルール遵守とマナーの啓発に努めている。
　　  ・　園内・外の草刈り，枯枝の除去，花壇整備，ごみ拾いを行い環境整備を図っている。
　　　・　アンケート協力者へ交通安全啓発物品を配布している。

④書類の提出

　　・事業計画書および収支予算書等関係書類等の提出を行った。

⑤入園者の安全確保および秩序の維持に関すること

　　・入園者の監視および必要に応じて関係機関への連絡・調整・通報等を実施した。

⑥維持管理に関すること



 単
位

人

人

人

人

年度別利用者数等 指定期間 →  ← 指定期間

７月 ８月 ９月 10月

－

閉園 閉園 閉園4,982 7,196

      平成２６年度の月別利用者数

３　市民ニーズの把握の実施状況
  ○　アンケートの実施
　　　・　入園者アンケート（平成２６年４月１日～１０月３１日実施）
　　　・　入園者による回答数（１，３８７人）
　　　・　使用料・・・・安い35.3%　適切53.2%　高い8.0%　無回答3.5%
　　　・　園内施設・・・・とても良い55.0%　良い28.9%　ふつう12.0%　やや悪い1.2%　悪い0.4%　無回答2.5%
　　　・　職員の対応・・・・とても良い57.5%　良い273%　ふつう10.8%　やや悪い0.9%　悪い0.3%　無回答3.3%
　　　・　満足度・・・・とても楽しかった75.1%　楽しかった19.1%　ふつう1.4%　あまり楽しくなかった0.3%　楽しくなかった0.2%
                      　無回答3.9%
　○　アンケート結果から職員の対応に「とても良い」「良い」が84.8%を占め，満足度評価でも「とても楽しかった」
　　 「楽しかった」の割合が94.2%を占めている。また，園内施設についても高い評価を得ている。

４　施設の利用状況（利用者数，稼働率など）

無料遊具利用者数

4,098 8,764

４月

36,502

合計

91,949

69,121

22,828

11月 12月 １月 ２月 ３月５月 ６月

－ －

－ － － －

3,113

11,361 13,340 5,871 8,650 16,085

閉園

13,610 16,584 7,730 11,304 21,991 12,184 8,546 －

4,822 3,527 閉園

8,981人 9,026人 9,269人 10,662人 12,147人

－ － －

入園者数

遊具利用者総数

有料遊具利用者数 －

2,249 3,244 1,859 2,654 5,906 4,230 2,686 －

7,954 5,860 － －

74,899人 82,877人 91,949人

56,797人 54,554人 56,236人 61,850人 69,121人

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

26,275人 26,370人 27,473人 31,650人 36,502人

3,407,820円 3,273,240円 3,374,160円 3,711,000円 4,147,260円

入園者数

遊具利用者
総数（延）

有料遊具
利用者数

無料遊具
利用者数

足踏み式
ゴーカート

自転車

使用料収入

18,320人 18,307人 18,663人 21,027人 22,828人

9,339人 9,281人 9,394人 10,365人 10,681人

75,117人 72,861人



　５　指定管理者の収支状況 → ←

　

　　人　件　費

　　管　理　費

（注）「当該施設の利用者」数を有料遊具利用者数として算出。

収入 （単位：円）

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度平成２３年度科　　　　　目

指　定　期　間　 　指　定　期　間

619,010

8,341,000 8,341,000

535,464

374,200 820,000

7,590,900

53,640

7,644,540

8,579,314

5,184,000 4,602,105 4,668,000

335 335 91,791

8,341,335 8,341,335 8,671,105

6,041,115 6,445,133

1,390,745

386,388

8,341,335 8,671,105

132,295 154,110 156,924

2,101,882 1,672,165 1,945,975

2,310,542 2,300,220 2,225,972

472,593

74,450 84,240 122,482

６　モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況
  (1)事業報告書（年次）に関するもの
　　　①施設利用状況報告書（実施状況：平成２７年４月実施）
　　　　・書類確認による実施/月別遊具使用実績書（月報）などとの照合
　　　②収支決算書（実施状況：平成２７年５月実施）
　　　　・書類確認による実施/事業実施状況報告書，収支決算書，月別遊具使用実績書などとの照合
　　　　・実地調査による実施/会計書類（出納簿，領収書綴り，請求書綴り等），出勤簿などとの照合
　　　③団体の経営状況を確認できる書類（実施状況：平成２７年５月実施）
　　　　・書類確認による実施/事業報告書および計画書，収支決算書および予算書などとの照合
  (２)定期報告書（月報）に関するもの
　　　①月別遊具使用実績書等（実施状況：開園期間毎月実施）
　　　②交通公園管理運営報告書（実施状況：開園期間毎月実施）
　　　③使用券出納簿（実施状況：開園期間毎月実施）
　　　④閉園期間巡回日誌（実施状況：閉園期間毎月実施）
  (３)その他の報告に関するもの
　　　①利用者アンケートの実施報告書（実施状況：随時実施）
　　　②事故発生状況報告書（実施状況：随時実施）
　　　③クレーム処理報告書（実施状況：随時実施）
  (４)実地調査によるモニタリング
　　　①定期実地調査（平成２７年４月２２日）
　　　②指定管理者との定期的ミーティング（実施状況：随時実施）
　　　③その他実地調査を必要とする事案（実施状況：随時実施）
  (５)指定管理者に対する改善指示等
　　　①特に管理・運営に対する大きな苦情はなかったが，今後も更に従業員の意識・知識の向上に努めるとともに，
　　　　 接遇研修などによる従業員の更なる資質の向上に力を入れてもらいたい。
　　　②施設利用者アンケートを今後も積極的に実施すること。
  (６)指定管理者による自己評価の実施（平成２７年４月１０日）
  (７)市の指定管理者に対する実績評価の実施（平成２７年６月１日）

1,915 389,705 591

8,341,335

85,631

360

7,644,540

役　務　費

88.3 74.9 64.1

委　　託　　料

その他収入

計

326,400

1,217,912

62,991

支出

6,030,793

報　　　酬

賃　　　金

社会保険

需　用　費

原材料費

6,277,646

5,415,782

1,366,894

そ　の　他

計

当該施設の利用者

一人当たり税金投入コスト
79.1



①指定管理者の自己評価

　

　　■　Ａ

　　□　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　■　Ａ

　　□　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　■　Ａ

　　□　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

②市の指定管理者に対する実績評価

　

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　■　Ａ

　　□　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　（事業収支，経営状況に問題はない）

　（事業収支，経営状況の今後に注意を要する）

　（事業収支，経営状況に早急な改善を要する）

設置目的を十分に理解し，ルールに従い管理
運営することができたものと考えている。ま
た，来園者が楽しく利用できるよう美化や，遊
具の整備点検に努め，安全に利用できるよう
コース等施設の安全面の管理も適切に行え
たものと考えている。利用者から概ね好評価
を得ているものと捉えている。

遊具の利用者数は，増加傾向にあるもの
の，団体としてのホームページを開設して
おらず，非遊具利用者を含め，来園者増に
向けた広報活動の工夫を課題としている。
今後も，利用者が安全・安心・快適に過ご
せる環境の保持を第一義としている。

平成26年度利用者アンケートの集計結
果から，職員の対応については好評価を
受けているものと考えている。また随時，
現場教養や検討会を実施し，常に素養・
技術の向上に努めている。

公園施設の広報がまだ十分でない状況に
あることを認識し，利用者に対する接遇を
主体とした人対人の直接広報に力を入れ
ていきたい。利用者に，当公園が交通ルー
ルを学び，事故防止に役立つ場として認識
していただけるよう努めたい。

収支については，適切に管理運営されたと考
えている。施設が老朽化しているので，メンテ
ナンスに力を入れ，利用者の安全の確保に努
めた。また，交通安全教室の充実を図り，親
子のふれあいを中心とした交通公園の持つ
本来の役割にも注目していきたいと考えてい
る。

収支状況については，全体的に予定どおり
であり，使用料も増加している。今後におい
ても，利用者が安全・安心・快適に利用でき
るよう各種メンテナンスを適時・的確に実施
するよう努めたい。利用促進のため，関係
機関・団体へのPR活動が必要と考えてい
る。

　７　指定管理者に対する評価

区　分 評　価 評　価　の　内　容 課題と今後の対応

業務の履行状況

サービスの質の状況

団体の経営状況

区　分 評　価

　Ｃ　　協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。

　Ｄ　　協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。

課題と今後の対応

業務の履行状況

サービスの質の状況

団体の経営状況

　Ａ　　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。

　Ｂ　　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。

評　価　の　内　容

利用者の要望・意見等を積極的に把握し，
管理運営に反映してもらいたい。今後も，
引き続き安全・安心を第一義とし，加えて快
適に利用していただけるよう，点検・巡視を
徹底してもらいたい。異常や破損を発見し
た場合は，速やかに対処してもらいたい。

事業計画書のとおり業務が実施され，楽しみながら
交通ルールを学べる環境づくりを推進した。新たな自
主事業の提案がなされなかったが，入園者数と使用
料については，前年に続き，増加している。また，リー
フレットの配布，交通安全教室の開催による利用促
進，交通安全啓発に寄与した。点検・巡視についても
徹底されており，利用者が安心して利用してもらえる
よう努めている。

アンケート調査による利用者満足度はいずれの
項目も高い傾向にあるが，施設・遊具の老朽化
が進んでいるため，ゴーカートのメンテナンスの
充実，園内外の清掃はもちろん，花壇の整備な
ど，接遇とともに，利用者の安全確保や気持ちよ
く遊んでいただけるよう努めている。また，新たな
情報発信となるＬＥＤ信号機，交通標識等の寄贈
に寄与した。

収支状況について入園者数と使用料は，前
年に引き続き増えており，今後も，広報の充
実を更に努めてもらいたい。決算上は適正な
管理ができている。全般的に委託額で適切に
処理できていると考える。今後も実績を踏ま
え，より計画的な管理運営に努めてもらいた
い。

アンケート集計結果から，従業員の応
対について高い評価を得ているので，
引き続き自主事業・イベントの見直し・
工夫等を進め，利用者増につなげても
らいたい。

入園者数の増は，使用料に反映してきます
ので，今後においても，広報の充実や安
全・安心・快適な公園として，市民に愛され
る公園施設の維持管理に努めてもらいた
い。将来の主利用者となる就園前幼児の
満足度向上に努め，長期的リピーター増に
つなげていただきたい。


